
1

　

初
め
ま
し
て
。
仙
台
在
住
の
新
人
パ
ー

ト
ナ
ー
の
萱
場
力
（
か
や
ば
ち
か
ら
）
と

申
し
ま
す
。
現
在
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

実
務
を
学
び
な
が
ら
、
一
日
で
も
早
く
諸

先
輩
に
追
い
つ
け
る
よ
う
、
日
々
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
撒
骨

の
旅
」
に
参
加
し
、
実
地
に
学
ぶ
機
会
を

頂
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
魅

力
や
、
撒
骨
の
様
子
な
ど
、
旅
の
レ
ポ
ー

ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

日
程
は
、
１
月
16
日
か
ら
20
日
の
５
日

間
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
た
め
、

前
回
実
施
の
２
０
１
８
年
以
来
久
し
ぶ
り

だ
そ
う
で
す
。
今
回
の
旅
の
メ
ン
バ
ー
は

９
名
、
利
用
者
さ
ん
（
神
奈
川
県
と
福
岡

県
か
ら
ご
参
加
）
が
お
二
人
と
、
杉
山
代

表
を
団
長
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
７
名
で

す
。
そ
し
て
、
生
前
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
撒
骨
を
申
し
込
ま
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間

撒
骨
が
で
き
な
か
っ
た
36
名
の
ご
遺
骨

を
、
旅
の
お
仲
間
と
し
て
大
切
に
ス
タ
ッ

フ
が
現
地
ま
で
お
連
れ
し
ま
す
。

９
０
０
０
キ
ロ
の
空
の
旅

　

旅
の
初
日
は
、
成
田
か
ら
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
（
北
島
）
ま
で
約
９
０
０
０
キ
ロ
、
10

時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
で
す
。
南
半
球
で
今

が
真
夏
の
現
地
と
の
時
差
は
、
日
本
時
間

マ
イ
ナ
ス
４
時
間
で
す
。
成
田
空
港
で
集

合
後
、
メ
ン
バ
ー
は
、
お
揃
い
の
ラ
イ
ト

グ
リ
ー
ン
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
身
に
ま
と
い

ま
す
。
機
内
泊
と
な
る
た
め
、
明
日
の
撒

骨
行
事
に
備
え
て
ひ
た
す
ら
休
養
で
す
。

水　仙
越前海岸の断崖に身を寄せ合って咲く水仙の群落に、雪混じりの日本海の烈風が、吹

きすさぶ。何故、過酷な地形に根を下ろしたのか、無常を恨まないのか、可憐な花を

誰に見せようとしているのか、ひすら沈黙している。奇跡のように、たまに訪れる無

風の陽光は、厳しい人生の束の間の安堵に似ている。
弁護士　福井大海

萱
場 

力

Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
す
シ
ス
テ
ム
パ
ー
ト
ナ
ー

北
日
本
支
部

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

撒
骨
の
旅
に
参
加
し
て出発の日、成田空港でおそろ

いのジャンパ―を着て集合
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爽
や
か
な
青
空
の
も
と
で
散
骨

　

２
日
目
の
朝
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
到
着
し
、
入
国
手

続
き
後
、
国
内
線
に
乗
り
換
え
て
南
島
の
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
ま
で
さ
ら
に
空
路
移
動
で
す
。
到
着
は
現
地
時

刻
で
14
時
頃
で
す
が
、
真
夏
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、

日
没
が
夜
21
時
近
く
、
ま
だ
ま
だ
明
る
い
時
間
で
す
。

　

南
島
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
今
年
は
真
夏
で
も

20
度
前
後
の
気
温
で
、
爽
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
、
長
旅

の
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

撒
骨
オ
プ
シ
ョ
ン
を
申
し
込
む
際
、
撒
骨
場
所
と
し
て
、

海
・
山
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
3
か
所
か
ら
希
望
の
場
所

を
選
べ
ま
す
。
そ
し
て
、
希
望
者
は
、
撒
骨
場
所
に
関
わ

ら
ず
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
（
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
霊
園
）
内
に

り
す
シ
ス
テ
ム
が
建
立
し
た
ブ
ッ
ク
型
メ
モ
リ
ア
ル
プ

レ
ー
ト
に
、
ロ
ー
マ
字
で
お
名
前
・
生
年
月
日
・
ご
逝
去

年
月
日
を
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
ま
ず
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
に
向

か
い
ま
し
た
。
園
内
に
は
色
鮮
や
か
な
バ
ラ
が
満
開
で
、

ま
る
で
観
光
バ
ラ
園
に
訪
れ
た
よ
う
で
、
お
墓
と
い
う
暗

い
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
見
る
と
、
バ
ラ

１
本
１
本
の
根
元
に
は
、
小
さ
な
墓
標
が
埋
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
角
に
あ
る
、
り
す
の
ブ
ッ
ク
型
メ
モ
リ

ア
ル
プ
レ
ー
ト
に
お
参
り
し
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
で
の
撒

骨
を
希
望
さ
れ
た
６
名
の
遺
骨
を
、
参
加
者
み
ん
な
で
周

囲
に
撒
骨
し
、
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

次
に
、
海
洋
撒
骨
の
貸
し
切
り
船
が
出
航
す
る
リ
ト
ル

ト
ン
港
に
向
か
い
ま
す
。
出
航
後
30
分
程
度
で
、
波
静
か

な
入
り
江
に
到
着
し
ま
す
。

　

出
発
前
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
心
を
込
め
て
、
お
１
人
お
１

人
の
遺
骨
を
水
溶
性
の
き
れ
い
な
紙
で
丁
寧
に
包
み
ま
し

た
。
そ
れ
を
、
途
中
で
購
入
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ズ
と
一

緒
に
、
参
加
者
全
員
で
手
分
け
し
て
海
へ
還
し
ま
し
た
。

30
名
の
海
洋
撒
骨
を
行
い
、
そ
の
後
シ
ャ
ン
パ
ン
で
献
杯

を
し
ま
し
た
。
全
員
が
、
利
用
者
さ
ん
の
家
族
に
な
っ
た

よ
う
な
、
心
温
ま
る
時
間
で
し
た
。

　

今
回
の
旅
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者
の
Ｍ
Ｓ
さ
ん
と
Ｋ
Ｔ

さ
ん
に
、
参
加
の
動
機
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、
紹
介

し
ま
す
。

　

Ｍ
Ｓ
さ
ん
は
「
ご
主
人
の
撒
骨
を
自
ら
行
い
︑
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
の
プ
レ
ー
ト
に
刻
ま
れ
た
ご
主
人
の
名
前
を
確

認
し
た
い
」
と
思
い
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
ご
主
人
の

遺
灰
を
、
本
人
の
念
願
だ
っ
た
南
の
海
に
自
ら
の
手
で
還

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
プ
レ
ー
ト
の
お
名
前
も
確
認

で
き
た
の
で
、「
や
っ
と
約
束
を
果
た
せ
た
」
と
安
心
の

ご
様
子
で
し
た
。

　

Ｋ
Ｔ
さ
ん
は
、
自
ら
を
海
で
の
撒
骨
に
申
し
込
ま
れ
て

い
て
、
元
気
な
う
ち
に
、
現
地
を
訪
れ
確
認
し
た
か
っ
た

そ
う
で
す
。
実
際
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
散
骨
場
所
に

訪
れ
、
事
前
の
イ
メ
ー
ジ
の
通
り
、
家
族
の
よ
う
に
皆
で

送
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
や
、
プ
レ
ー
ト
へ
刻
ま
れ
た
名
前

が
「
生
き
た
証
」
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、

と
て
も
良
か
っ
た
そ
う
で
す
。
帰
国
後
に
身
内
の
方
へ
、

こ
の
経
験
を
話
し
て
お
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
５
日
間
と
短
い
日
程
の
た
め
、
山
で
の
撒
骨

は
経
験
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
36
名
の
利
用
者
の
撒
骨

を
無
事
終
え
て
ほ
っ
と
し
た
１
日
で
し
た
。

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
観
光

　

３
日
目
は
、「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
と
称
さ
れ
、
街
全

体
が
公
園
の
よ
う
に
美
し
い
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街

を
観
光
し
ま
し
た
。
街
中
に
は
郷
愁
を
感
じ
る
レ
ト
ロ
な

路
面
電
車
が
走
り
、
水
鳥
が
遊
ぶ
水
清
ら
か
な
エ
イ
ボ
ン

川
や
、
英
国
調
の
古
い
建
物
、
バ
ラ
や
色
美
し
い
花
々
が

咲
き
乱
れ
る
公
園
な
ど
を
巡
り
、
午
後
か
ら
北
島
の
大
都

会
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
へ
空
路
で
移
動
し
ま
し
た
。

北
の
都
市　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
観
光

　

４
日
目
は
「
帆
の
街
」
と
呼
ば
れ
、
大
小
様
々
な
ヨ
ッ

ト
が
停
泊
し
、
大
型
豪
華
客
船
も
寄
港
す
る
美
し
い
港
街

の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。
先
住
民
マ
オ

リ
の
歴
史
を
学
べ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
博
物
館
の
見
学
、
可

愛
ら
し
い
港
町
デ
ボ
ン
ポ
ー
ト
の
散
策
、
参
加
者
の
リ
ク

エ
ス
ト
で
実
現
し
た
地
元
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
な
ど
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
旅
を
締
め
く
く
る

さ
よ
な
ら
夕
食
会
は
、
港
を
望
む
赤
レ
ン
ガ
の
フ
ェ
リ
ー

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
美
味
し
い
シ
ー

フ
ー
ド
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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さわやかな青空と
カンタベリー霊園入口

墓標が埋め込まれたバラの並木 ブック型のメモリアルプレートを囲んで

水溶性の紙に包まれた遺骨にホワイトローズを添え、
海へ還しました。全員で黙祷を捧げました

海への撒骨を終え、安堵のご様⼦の参加者　リトルトン港で会食

海洋撒骨海洋撒骨

カンタベリー霊園

リトルトン港 クライストチャーチ中心部からほんの 20分、歴史的な港、リトルトンには旅行者が楽し
めるハーバークルーズや美味しいカフェがあります。

海へ還しました。全員で黙祷を捧げました
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
土
産
と
共
に
帰
国

　

５
日
目
は
、
朝
早
く
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
か
ら
空
路
帰
国
の
途
へ
。
夕
方
に
は
成
田
に
到
着
し
入

国
手
続
き
後
空
港
で
解
散
し
ま
し
た
。

　

お
土
産
は
、
有
名
な
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
や
、
酪
農
の
国

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ら
で
は
の
缶
入
り
バ
タ
ー
、
地

元
ス
ー
パ
ー
で
安
く
買
え
る
多
彩
な
チ
ー
ズ
が
お
薦
め

で
す
。
白
ワ
イ
ン
は
ど
れ
を

選
ん
で
も
、
と
て
も
フ
ル
ー

テ
ィ
で
美
味
し
か
っ
た
で

す
。

　

そ
し
て
な
に
よ
り
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
魅
力

は
、
治
安
が
良
く
、
お
水
も

お
い
し
く
、水
道
か
ら
そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
々
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
日
本
国
内
と
同
じ
よ

う
に
、
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
旅
行
が
で
き
ま
す
。

　

ご
家
族
の
撒
骨
や
下
見
の
目
的
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
自
然
や
食
事
を
楽
し
む
だ
け
で
も
魅
力

的
な
旅
だ
と
思
い
ま
す
。
１
人
で
参
加
の
場
合
で
も
、
ス

タ
ッ
フ
や
利
用
者
同
士
が
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
家
族
旅
行

の
よ
う
な
心
温
ま
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

り
す
倶
楽
部
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
旅
の
ご
案
内
を

見
か
け
ま
し
た
ら
、
関
心
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。フェリービルディング

さよなら夕食会
シーフードオークランドの夜を散策しました

Auck
land

Auck
land

ニュージーランド最大
の都市であるオークラ
ンドはニュージーランド
の最新情報の発信地。
食、音楽、ファッション
などエンターテインメン
トの充実ぶりも国内最
大規模を誇ります。ま
た、美しい海とのどか
な島々に囲まれた都市
です。

白ワインと
フラワーランチ

街から南へ 5キロの丘にあるチュー
ダー様式の 石造りの建物。 レストラ
ン・結婚式場として利用されている
サインオブタカヘにて

かつての大富豪夫人の作り上げ
た個人庭園が、市に寄贈され、
だれもが訪れることが出来るよ
うになった花満開のモナ・ベイ
ル庭園にて

歴史ある車両を修復したトラムはク
ライストチャーチの名物の路面電車

地震で倒壊したクライストチャーチ
大聖堂の仮設教会として、２０１３年
に日本人建築により特殊加工された
ボール紙製のチューブで作られた紙
の教会にて

Christ
church

Christ
church

南島最大の街、クライ
ストチャーチ。四季の
風景を感じられる、緑
豊かな街でもあります。
街のあちこちに公園や
庭園があり、いつも木々
の 緑 や 川のせせらぎ
を感じられることから、

「ガーデンシティ」とも
呼ばれています。
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「友引」が追い風に

　　地方検察庁のトップとして赴任して間もな

く、検事長から電話が入った。

　「お宅からきた特任検事のＳ氏が交通事故で

亡くなった。死因に不可解な点がある。公道で

の正面衝突事故で、加害者は軽症で済んだが、

Ｓ氏は死亡した」

　普通は、交通事故のことまで検事長は言わな

いものだが、被害者のＳ氏は私が赴任した地方

検察庁で長い間副検事をしており、特任検事と

して検事長のお膝元の地方検察庁にやってきた

者であることから、強い関心を抱いたものと思

われる。　

　特任検事というのは、副検事の中から部内選

考によって検事として選抜された者で、部内選

考自体超難関とされており、普通の司法試験を

通ってきた新任検事より実務能力が一般に高い

とされている。

　Ｓ氏の死亡診断は検視だけで、死因は永らく

患っていた肝臓病の悪化によるものとされた。

その死亡診断書を書いた担当者は加害者と同じ

医学部の助手である。

　「私は加害者と検視者の間に何らかの関係が

あったのではないかと見た。この問題の解決に

は何よりも遺体の解剖しかないと考える。その

点を明らかにしてもらえないか」とのこと。

　遺体解剖といっても遺体がなければ話しにな

らない。すでに火葬にされていれば終わりだ。

　その点を含めて調査するように次席に指示

した。次席はすぐに動いてＳ氏の実家に問い合

わせたところ、葬式は昨日の予定だったが、友

引のため 1 日遅れ明日になったという。

　「友引」とは、亡き母の話によれば、あの世

に往く道連れが欲しいといって連れ去る日の

ことで、葬式やお通夜は避けたほうがいいとい

うことである。友引のおかげでＳ氏の葬式と火

葬が 1 日延びた。

　次席はすぐ飛んで行き、遺族を説得した。親

族はＳ本人が生前から自分に何があっても解

剖を望んでいないこと、親族は身体にメスを入

れるとあの世に往けなくなるといって反対し

たが、次席の強い説得により、明日告別式まで

に遺体は必ず戻すという約束のもとに了承し

てくれた。

　解剖の結果「一時的な強い衝撃による多臓器

不全である」となった。

　こうして事故との因果関係が明かになり刑

事責任、したがって民事責任を問えることに

なった。

　友引により 1 日空白が出来たことが、追い

風となったのであった。

捜査官捜査官 ののつ ぶ や き … …つ ぶ や き … …元元

元検事・公証人・弁護⼠。東京地検特捜部の時代、ロッ
キード事件の捜査・公判に関与し、現在団体役員など。

（りすシステム監事　清水勇男）

友
引
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記
録
の
始
ま
り
は
縄
文
時
代

　

縄
文
前
期
（
５
０
０
０
~
６
０
０
０
年
前
）
の
鳥
浜
遺

跡
（
福
井
県
）
か
ら
出
土
し
た
石
斧
の
柄
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
同
じ
材
と
さ
れ
る
赤
色

漆
塗
り
櫛
の
出
土
も
有
名
で
す
（
図
１
）。
種
子
か
ら
取

れ
る
椿
油
は
『
続し

ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

日
本
記
』（
７
９
７
年
）
の
７
７
７
年

の
記
録
に
、
渤ぼ

っ
か
い海
国
（
現
在
の
中
国
東
北
地
方
か
ら
朝
鮮

半
島
北
部
、ロ
シ
ア
沿
岸
州
に
存
在
し
た
。）に
海つ

ば

き
柘
榴（
古

名
の
椿
）油
を
送
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日

本
書
記
』（
７
２
０
年
）
に
は
「
吉
野
の
人
宇う
へ
の
あ
た
ひ
ゆ
み

閇
直
弓
、

白
海
柘
榴
（
椿
）
を
貢

た
て
ま
つる
」（
６
８
４
年
）
と
い
う
記
述

が
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
に
椿
の
花
へ
の
関
心
が
持
た
れ
て

お
り
、
赤
い
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
中
で
、
白
い
花
（
図
2
）
が

献
上
に
値
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
海
柘
榴
：「
柘
」
は
慣
用
で
は
石
を
用
い
る
。
海
石
榴
。

遣
隋
使
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
た
椿
油

　

遣
隋
使
た
ち
は
椿
油
を
採
集
す
る
目
的
で
、
か
の
地
に

日
本
特
産
の
椿
を
持
ち
込
み
ま
し
た
が
、
そ
の
樹
木
を
見

て
、
石
榴
に
似
た
紅
花
と
花
の
後
ろ
に
で
き
る
果
実
を

「
海
」
を
渡
っ
て
き
た
舶
来
の
柘ざ

く
ろ榴
の
意
味
を
込
め
、
椿

に
「
海
柘
榴
」
と
漢
字
名
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

万
葉
時
代
、
奈
良
朝
で
は
遣
随
使
、
遣
唐
使
を
派
遣
し

て
日
本
の
特
産
樹
、
特
産
油
で
あ
る
椿
（「
海
柘
榴
」
か

ら
変
わ
っ
た
）、
椿
油
が
隋
や
唐
に
献
上
さ
れ
て
い
ま
し

た
、
当
時
の
中
国
文
化
の
中
心
は
北

方
に
あ
っ
て
、
そ
こ
は
温
暖
な
地
域

で
育
つ
椿
の
分
布
圏
で
は
な
い
の
で
、

そ
の
漢
名
も
な
く
、
日
本
人
の
つ
け

た
漢
名
で
あ
る
海
柘
榴
（
別
説
で
は

朝
鮮
半
島
由
来
）、
海
柘
榴
油
の
文
字

が
椿
、
椿
油
と
い
っ
し
ょ
に
導
入
さ

れ
た
の
だ
。
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
の
法
令
集
『
延え
ん
ぎ
し
き

喜
式
』
で
は
、
壱
岐
国
（
現
在

の
壱
岐
市
）
か
ら
の
租
税
品
と
し
て
椿
油
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
江
戸
時
代
で
は
、
五
島
（
長
崎
県
）
藩
か
ら
幕

府
へ
も
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
米
の
収
穫
が
少
な
い
地
域

で
は
、
年
貢
の
代
わ
り
に
納
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す

（『
椿
と
五
島
市
』
長
崎
県
五
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

　

万
葉
集
に
あ
る
海
柘
榴
（
椿
）
と
い
う
漢
名
が
初
め
て

使
わ
れ
た
の
は
、
遣
随
使
が
椿
の
種
子
を
長
安
へ
届
け
た

時
代
、
前
述
の
よ
う
に
海
を
渡
っ
て
き
た
柘
榴
に
似
た
赤

い
花
と
し
て
隋
（
５
８
１
―
６
１
９
）
の
第
２
代
皇
帝
、

煬よ
う
だ
い帝
の
頃
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
で
は

朝
鮮
か
ら
来
た
石
榴
に
似
た
木
で
は
漢
名
と
し
て
は
不
合

理
な
た
め
、
中
国
の
架
空
の
植
物
名
で
、
長
寿
の
花
木
で

中
国
古
代
の
伝
説
上
の
大
木
「
大だ

い
ち
ん椿
」（「
ち
ん
」
は
「
椿
」

の
慣
用
音
）。
８
０
０
０
年
を
春
と
し
、
８
０
０
０
年
を

秋
と
し
、
３
万
２
０
０
０
年
が
人
間
の
１
年
に
あ
た
っ
た

と
い
う
長
寿
の
木
。
転
じ
て
、
人
の
長
寿
を
祝
っ
て
い
う

語
「
椿
」
が
「
日
本
の
椿
」
に
ふ
さ
わ
し
く
「
椿
」
の
字

と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
椿
」

の
漢
字
は
日
本
で
作
ら
れ
た
春
に
咲
く
木
、
国
字
で
は
な

く
、
中
国
に
元
か
ら
あ
っ
た
字
体
で
、
意
味
だ
け
が
借
用

さ
れ
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
な
お
、「
椿
」
の
中
国
の
樹

木
名
は
「
香
椿
（
チ
ャ
ン
チ
ン
）」
で
椿
と
は
似
て
も
似

つ
か
な
い
別
種
で
す
。

江
戸
時
代
の
椿

　

多
く
の
園
芸
植
物
が
作
出
さ
れ
た
江
戸
時
代
に
、
椿
も

た
く
さ
ん
の
品
種
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
幕
府
２

宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授

谷
本　

丈
夫

春
の
木

春
の
木

椿
の
品
種
と
そ
の
歴
史

椿
の
品
種
と
そ
の
歴
史

図１　⾚色漆塗り櫛（福井
県立若狭歴史博物館）

図２　白いヤブツバキ
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代
将
軍
・
徳
川
秀
忠
は
花
好
き
で
、
諸
国
か
ら
銘
花
を

集
め
て
花
壇
を
作
り
、
秀
忠
晩
年
の
寛
永
年
間
の
頃
に

椿
の
流
行
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
１
６
３
０
年
に
は

京
の
安あ
ん
ら
く
あ
ん
さ
く
で
ん

楽
庵
策
伝
に
よ
る
『
百
ひ
ゃ
く
ち
ん椿
集
』、
丹
波
篠
山
藩
主

松
平
忠
国
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
百
椿
図
』、
１
６
６
０

年
頃
に
は
『
草
木
写
生
春
秋
之
巻
』（
図
3
）
な
ど
が
発

行
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
７
３
２

年
の
享
保
の
飢
饉
、
１
７
８
０
年
代
の
天
明
の
飢
饉
の
頃

に
は
、
世
情
が
落
ち
着
か
ず
空
白
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、
そ
の
後
『
椿つ
ば
き
い
ろ
は
な
よ
せ
い
ろ
づ
け

伊
呂
波
名
寄
色
附
』（
１
８
５
９
年
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
明
石
潟
（
図
4
）
な
ど
、
江
戸
時
代

か
ら
の
品
種
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。『
草
木
写
生
』

（
１
６
０
０
年
代
後
半
）
は
４
巻
か
ら
な
る
絵
巻
で
、
主

に
園
芸
植
物
が
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
園
芸
種
の
椿
は
、
日
本
に
自
生
す
る
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
を

中
心
に
作
出

さ
れ
、
そ
こ

に
ユ
キ
ツ
バ

キ
、
サ
ザ
ン

カ
、
ヒ
メ
サ

ザ
ン
カ
の
３

種
と
の
相
互

交
雑
（
交
配
）

に
よ
っ
て
花

色
、
花
形
、

変
異
に
富
ん

だ
品
種
群
を

成
立
さ
せ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
の
多
く
は
大
名
や
当
時
の

上
流
階
級
に
属
す
る
人
達
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

複
雑
な
交
雑
育
種
と
新
し
い
椿
群

　

現
代
の
椿
の
品
種
は
、
１
９
５
０
年
代
か
ら
新
た
に
中

国
か
ら
導
入
さ
れ
た
ト
ウ
ツ
バ
キ
、
サ
ル
ウ
イ
ン
ツ
バ
キ

な
ど
の
中
国
原
産
種
や
外
国
種
な
ど
も
交
配
親
と
な
り
、

さ
ら
に
１
９
８
０
年
代
か
ら
は
キ
ン
カ
チ
ャ
（
金
花
茶
）

な
ど
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
椿
の
品
種
は
街
中
に
も
多
く

植
え
ら
れ
て
お
り
、
品
種
ご
と
に
ど
の
交
配
親
の
組
み
合

わ
せ
な
の
か
、花
形
や
花
色
か
ら
の
想
像
が
楽
し
め
ま
す
。

椿
を
楽
し
む
た
め
の
見
ど
こ
ろ
、
識
別
点

　

最
も
広
く
分
布
し
て
い
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
（
図
５
）、

雄お
し
べ蕊
が
花
び
ら
に
な
っ
た
千
重
咲
の
オ
ト
メ
ツ
バ
キ
（
図

６
）、
雄
蕊
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
花は
な
び
ら弁
に
変
化
し
て
い
る

白
い
椿
の
「
牡
丹
雪
」（
図
７
）、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
で
は
筒
状

の
雄
蕊
群
が
、横
に
広
が
っ
た
肥
後
椿
の「
王
冠
」（
図
８
）。

雄
蕊
起
源
の
花
弁
が
立
ち
並
ぶ
「
卜
ぼ
く
は
ん
に
し
き

伴
錦
」（
図
９
）、
白

い
覆ふ
く
り
ん輪
の
銘
花
「
玉
之
浦
」（
図
10
）
な
ど
、
街
中
、
公

園
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
椿
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

柔
ら
か
な
日
差
し
が
心
地
よ
い
春
の

日
。
ど
ん
な
特
徴
の
椿
が
あ
る
の
か
を

確
か
め
る
散
策
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

図３　草木写生春秋之巻（国立国会図書館　次世代システム開発）

図１０　銘花　玉之浦

図９　卜
ぼくはんにしき

伴 錦図８　肥後椿　王冠図７　白い椿の牡丹雪

図５　馴染みのヤブツバキ 図６　千重のオトメツバキ図４ 江戸時代からの古花  
明石潟
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こ
ん
に
ち
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
原
令
子
で
す
。

待
ち
に
待
っ
た
春
の
主
役
、
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
華
麗
な
桜
花
の
美
し
い
光
景
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
満
開
の
桜
の
美
し
さ
は
勿
論

で
す
が
、
夕
陽
に
包
ま
れ
て
ひ
ら
ひ
ら
と
無
数
の
花
び
ら

が
舞
い
散
る
様
や
、
桜
越
し
に
見
え
る
お
ぼ
ろ
月
と
の
コ

ラ
ボ
も
素
敵
で
す
よ
ね
。

　

私
は
、
毎
年
こ
の
時
節
に
は
、
母
と
お
弁
当
を
持
っ

て
、
す
ぐ
近
く
の
大
学
構
内
に
あ
る
立
派
な
桜
の
木
の
下

で
（
タ
ダ
で
）
お
花
見
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

２
人
で
普
段
の
生
活
の
ス
ト
レ
ス
を
忘
れ
て
、
ゆ
っ
た
り

と
ひ
と
時
を
過
ご
す
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
咲
き

誇
る
桜
が
織
り
な
す
ピ
ン
ク
色
の
世
界
に
心
も
癒
さ
れ
ま

す
。

　

さ
て
、今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
高
額
療
養
費
制
度
」
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
家
計
に
過
重
の
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
先
月
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
こ
の
制
度
の
名
前
を
見
聞
き
さ
れ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の

か
、
解
説
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

１
．
高
額
療
養
費
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か
？

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で

支
払
う
医
療
費
が
、
ひ
と
月
に
一
定
額
（
自
己
負
担
限
度

額
）
以
上
に
な
っ
た
場
合
に
、
超
過
分
を
公
的
医
療
保
険

か
ら
払
い
戻
し
て
く
れ
る
制
度
で
す
。
医
療
機
関
や
薬
局

の
窓
口
で
負
担
し
た
金
額
が
、
1
か
月
（
1
日
か
ら
月
末

ま
で
）
の
上
限
額
を
超
え
る
と
、
ご
自
身
が
加
入
し
て
い

る
公
的
医
療
保
険
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
後
日
、
超
え
た

分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
は
年
齢
や
所

得
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
に
よ
り
、負
担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る
し
く
み（
世

帯
合
算
・
多
数
回
該
当
）
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
・
薬
局
の
窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

事
前
申
請
し
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
準
備
が
必
要
で

し
た
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
は
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」が
な
く
て
も
、窓
口
負
担
額
が
高
額
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
が
デ
ー
タ
を
登
録
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。　

　

日
本
は
、
国
民
皆
保
険
な
の
で
、
す
べ
て
の
国
民
が
何

ら
か
の
公
的
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
医
療
費
の
自

己
負
担
は
原
則
3
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
入
院

や
手
術
な
ど
で
医
療
費
が
大
き
な
金
額
に
な
る
の
は
よ
く

あ
る
こ
と
で
、
家
計
を
圧
迫
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
阻
止
す
る
の
が
高
額
療
養
費
制
度
で
、
医

療
費
の
家
計
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
公
的
制
度
な
の
で

す
。

２
．自
己
負
担
限
度
額
は
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
ま
す
か
？

　

自
己
負
担
限
度
額
は
、
年
齢
や
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
最
終
的
な
自
己
負
担
額
と
な
る
毎
月
の
「
負
担

の
上
限
額
」
は
、
加
入
者
が
70
歳
以
上
か
ど
う
か
、
加
入

者
の
所
得
水
準
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
。
70
歳
以
上
の

方
に
は
、
外
来
だ
け
の
上
限
額
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
70
歳
以
上
、
年
収
約
３
７
０
万
~
約
７
７
０
万
円
の
場

合
、
自
己
負
担
割
合
は
3
割
で
す
。

②
医
療
費
総
額
が
１
０
０
万
円
な
の
で
、
窓
口
で
支
払
う

金
額
は
30
万
円
に
な
り
ま
す
。

③
窓
口
負
担
30
万
円
の
う
ち
、
自
己
負
担
の
上
限
額

は
、
表
1
の
「
現
役
並
み
・
年
収
約
３
７
０
万
円
~

７
７
０
万
円
の
場
合
」
に
あ
て
は
め
て
計
算
し
ま
す
。

④
窓
口
負
担
の
30
万
円
か
ら
自
己
負
担
の
上
限
額

原
　
令
子

株
式
会
社
ジ
ェ
イ･

サ
ポ
ー
ト
代
表
取
締
役

社
会
保
険
労
務
士
原
令
子
事
務
所
所
長

﹁
高
額
療
養
費
制
度
﹂
の
お
話

▼
自
己
負
担
限
度
額
の
計
算
:

70
歳
以
上
で
年
収
が
約
３
７
０
万
円
~
７
７
０
万
円

で
医
療
費
総
額
１
０
０
万
円
の
場
合
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8
万
７
４
３
０
円
を
差
し
引
い
た
21
万
２
５
７
０
円

が
高
額
療
養
費
の
支
給
額
で
す
。

　

75
歳
以
上
の
方
の
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が
医
療
機
関
で
支

払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
に
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
金
額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
医
療
費
が
か
さ
む
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
高
額
療
養
費
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
の
上
限
額
は

所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、75
歳
以
上
の
人
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
医
療
費

と
世
帯
合
算
や
多
数
回
該
当
は
で
き
ま
せ
ん
。

３
．
高
額
療
養
費
を
受
け
た
い
と
き
は
？　

　

ご
自
身
が
加
入
し
て
い
る
公
的
医
療
保
険
（
健
康
保
険

組
合
・
協
会
け
ん
ぽ
・
市
町
村
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
・
共
済
組
合
な
ど
。
以
下「
医
療
保
険
」と 

し
ま
す
。）

に
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
書
を
提
出
又
は
郵
送
す
る

こ
と
で
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
病
院
な
ど
の
領
収
書
の

添
付
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
加
入
の
医
療
保
険
に
よ
っ
て
は
、「
支
給
対
象
と
な

り
ま
す
」
と
支
給
申
請
を
勧
め
た
り
、 

さ
ら
に
は
自
動
的

に
高
額
療
養
費
を
口
座
に
振
り
込
ん
で
く
れ
た
り
す
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
か
は
、
保
険
証
（
正
式
に
は
被
保
険
者
証
）
の
表

面
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
下
記
の
費
用
は
、
高
額
療
養
費
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
差
額
ベ
ッ
ド
代  

・
入
院
中
の
病
院
の
食
事
代 

・
入
院
中
の
日
用
品
代
等 

・
先
進
医
療
の
費
用 

・
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
診
療
費
用
（
例

え
ば
、
歯
科
治
療
の
自
由
診
療
費
用
、
美
容
整

形
費
用
な
ど
） ・
正
常
分
娩
の
出
産
費
用
（
帝
王

切
開
の
手
術
費
な
ど
は
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ

対
象
と
な
り
ま
す
）

４
．
い
つ
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
可
能
で
す
か
？

　

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
権
利
の
消
滅
時
効

は
、
診
療
を
受
け
た
月
の
翌
月
の
初
日
か 

ら
２
年

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
２
年
間
の
消
滅
時
効
に

か
か
っ
て
い
な
い
高
額
療
養
費
で
あ
れ
ば
、
過
去
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
出
典
：
厚
生
労
働
省
）　

表１　70 歳以上の方の自己負担限度額

表２　69 歳以下の方の自己負担限度額

▼
自
己
負
担
限
度
額
の
計
算
：
75
歳
以
上
の
場
合

9

第 328 号　2025 年 3 月号

りす倶楽部3月号328号.indd   9りす倶楽部3月号328号.indd   9 25/03/23   22:59:1325/03/23   22:59:13



●
国
宝
挂
甲
の
武
人

　

前
回
は
古
墳
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
さ
て
今
回
は
埴

輪
で
す
。

　

い
ま
、
特
別
展
「
は
に
わ
」
が
東
京
国
立
博
物
館
か
ら

移
動
し
、
九
州
国
立
博
物
館
で
５
月
11
日
ま
で
絶
賛
開
催

中
で
す
。
こ
の
特
別
展
の
目
玉
が
「
国
宝
挂け
い
こ
う
の
ぶ
じ
ん

甲
の
武
人
」

で
、ポ
ス
タ
ー
に
大
き
く
映
っ
て
い
る
埴
輪
で
す（
図
１
）。

最
近
は
駅
や
新
聞
の
広
告
な
ど
で
こ
の
武
人
の
顔
を
見
な

い
日
は
な
い
ぐ
ら
い
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
武
人
の
顔

を
見
て
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　
「
は
に
丸
」と
答
え
た
方
、あ
な
た
は
若
い
で
す
。「
お
ー

い
！
は
に
丸
」
は
、
昭
和
58
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
６
年

間
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教
育
番
組
で
す
（
図
２
）。
埴

輪
の
王
子
「
は
に
丸
」
と
お
供
の
馬
「
ひ
ん
べ
え
」
が
人

気
で
、
は
に
丸
の
口
癖
「
は
に
ゃ
？
」
は
流
行
語
に
も
な

り
ま
し
た
。

は
に
丸
の
鋲

を
打
っ
た
兜

や
腰
ま
で

覆
う
鎧

よ
ろ
い
な
ど

は
挂
甲
の
武

人
と
よ
く
似

て
い
ま
す
。

ち
な
み
に

「
挂け
い
こ
う甲
」
と

は
、
短
冊
状

の
「
小こ
ざ
ね札
」
を
綴
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
鎧
で
、
柔
軟
性
が

あ
り
動
き
や
す
く
乗
馬
に
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
は
に
丸
な
ん
か
知
ら
ん
。
昔
見
た
映
画
『
大だ
い
ま
じ
ん

魔
神
』

に
似
と
る
ぞ
」
と
答
え
た
あ
な
た
、『
り
す
倶
楽
部
』
の

読
者
に
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
（
図
３
）。

　
『
大
魔
神
』
は
大
映
の
特
撮
時
代
劇
映
画
で
昭
和
41
年

に
封
切
ら
れ
ま
し
た
。悪
政
を
敷
く
極
悪
人
の
元
家
老
に
、

神
が
大
魔
神
に
な
っ
て
天
罰
を
下
す
お
話
で
す
。
私
も
子

供
の
時
に
映
画
を
見
て
、
仁
王
像
の
よ
う
な
憤
怒
の
形
相

に
変
身
す
る
大
魔
神
が
怖
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

大
魔
神
の
兜
は
側
面
が
立
っ
て
い
て
挂
甲
の
武
人
と
は
違

い
ま
す
が
、
群
馬
県
高
塚
古
墳
出
土
の
武
人
を
参
考
に
し

て
い
る
よ
う
で
す
（
図
４
）。

●
踊
る
埴
輪

　

特
別
展
の
も
う
一
つ
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
埴
輪

踊
る
人
々
」
で
す
（
図
５
）。
ぽ
か
ん
と
開
い
た
目
と
口

や
手
の
し
ぐ
さ
が
な
ん
と
も
愛
ら
し
い
２
体
の
埴
輪
で
、

こ
の
形
を
し
た
文
具
「
は
に
サ
ッ
ク
」
も
人
気
で
す
。
昭

和
５
年
に
埼
玉
県
野の

は
ら原
古
墳
か
ら
農
地
の
開
墾
中
に
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
接
合
部
や
石
膏
の
経
年
劣
化
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、
所
蔵
す
る
東
京
国
立
博
物
館
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
昨
年
４
月
に
修
理
を
完
成
し
公
開
し

た
ば
か
り
で
す
。最
近
で
は
踊
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

振
り
上
げ
た
左
手
が
馬
の
手
綱
を
引
い
て
い
る
馬う
ま
か
い飼
の
像

古
賀
秀
策

Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
す
シ
ス
テ
ム
顧
問

古
墳
と
埴
輪
の
考
古
学　

埴
輪
編

第
９
回

図２　N H K おーい！
はに丸（九州
国立博物館）

図１　特別展はにわ
（東京国立博

物館）

図４　群⾺県⾼塚古墳出
⼟武人埴輪 ( 群⾺
県立歴史博物館 )

図３　京都市太秦大映
通り商店街に立
つ大魔神像
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と
い
う
説
が
有
力
で
す
。
写
実
的
な
他
の
埴
輪
と
違
い
、

極
端
に
省
略
さ
れ
た
服
装
や
髪
型
な
ど
素
晴
ら
し
い
造
形

感
覚
が
人
気
の
秘
密
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
本
当
に
踊
っ
て
い
る
埴
輪
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
は
群
馬
県
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
人
物
埴
輪
で
す
（
図

６
）。
足
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
首
を
傾
げ
て
楽
し

そ
う
に
踊
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

●
埴
輪
の
起
源
は
殉
死
の
代
わ
り
？

　

そ
れ
で
は
、
埴
輪
は
な
ぜ
作
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
方
の
中
に
は
、
日
本
書
紀
の
野の
み
の
す
く
ね

見
宿
禰
を
知
っ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
野
見
宿
禰
は
相

撲
の
神
様
と
し
て
有
名
で
す
が
、
埴
輪
の
起
源
に
関
し
て

も
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

垂す
い
に
ん仁
天
皇
の
時
代
、
貴
人
が
亡
く
な
る
と
そ
の
お
墓
に

家
来
や
付
き
人
を
生
き
埋
め
に
す
る
殉
死
の
風
習
が
あ

り
、天
皇
は
案
じ
て
お
ら
れ
た
。そ
こ
で
宿
禰
は
土
で
作
っ

た
人
や
馬
を
生
き
た
人
の
代
わ
り
に
お
墓
に
並
べ
て
は
ど

う
か
と
進
言
し
、
埴
輪
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
お
話
で
す
。

　

古
代
に
殉
死
の
風
習
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
発
掘
調
査
で
は
殉
死

の
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
図
７
は
埴
輪
の

種
類
と
作
ら
れ
た
時
代
を
示
し
た
図
で
す
が
、
人
物
埴
輪

や
馬
形
埴
輪
が
出
現
す
る
の
は
古
墳
時
代
も
中
頃
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。
埴
輪
が
人
物
や
馬
形
の
埴
輪
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
う
説
話
は
、
ど
う
も
事
実
と
違
う
よ
う
で
す
。
今

で
は
野
見
宿
禰
と
そ
の
一
族
土は

じ師
氏
が
創
作
し
た
由
緒
話

と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
埴
輪
の
起
源
は
円
筒
埴
輪

　

本
当
の
埴
輪
の
ル
ー
ツ
は
ど
こ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
前

回
前
方
後
円
墳
は
古
墳
時
代
に
な
っ
て
突
然
現
れ
た
の
で

は
な
く
、
弥
生
時
代
の
陸
橋
付
き
円
形
周し
ゅ
う
こ
う
ぼ

溝
墓
が
ル
ー
ツ

に
あ
る
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
。
埴
輪
も
同
じ
で
、
弥

生
時
代
の
祭
祀
で
使
わ
れ
た
特
殊
壺
と
壺
を
載
せ
る
特
殊

器き
だ
い台
（
図
８
左
）
が
変
化
し
て
、
壺
形
埴
輪
と
円
筒
埴
輪

が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　

円
筒
埴
輪
は
最
初
に
作
ら
れ
た
埴
輪
で
、
古
墳
時
代
の

最
初
か
ら
終
わ
り
ま
で
ず
っ
と
作
り
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

ド
カ
ン
を
立
て
た
よ
う
な
形
で
、
外
側
に
は
帯
状
の
文
様

と
丸
や
三
角
の
透
か
し
が
開
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
高
さ

は
50
セ
ン
チ
前
後
で
す
が
、
最
大
の
円
筒
埴
輪
は
２
４
２

セ
ン
チ
も
あ
り
ま
し
た
（
図
９
）。
の
ち
に
は
壺
形
埴
輪

と
合
体
し
て
朝
顔
形
円
筒
埴
輪（
図
８
中
）に
な
っ

た
り
、
鰭ひ
れ

が
付
い
た
円
筒
埴
輪
（
図
８
右
）
も
作

ら
れ
ま
し
た
。

　

円
筒
埴
輪
は
古
墳
墳
丘
の
上
面
や
中
段
、
そ
し

て
周
囲
に
び
っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
一
つ

の
古
墳
で
数
百
か
ら
数
千
の
円
筒
埴
輪
が
置
か

れ
、
仁に
ん
と
く徳
天
皇
陵
と
言
わ
れ
る
大だ
い
せ
ん仙
古
墳
に
は

３
万
個
必
要
だ
っ
た
と
の
試
算
も
あ
り
ま
す
。
円

筒
埴
輪
に
は
古
墳
を
装
飾
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
結
界
や
魔
除
け
の
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

図６　埼玉県立さきたま
史跡の博物館蔵踊
る人（九州国立博
物館）

図５　埼玉県野原古墳
出⼟踊る人 （々東
京国立博物館）

図７　埴輪の編年
　　　（和田晴吾『前方後円墳とは何か』」）
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● 

家
形
埴
輪
と
器
財
埴
輪

　

円
筒
埴
輪
や
壺
形
埴
輪
の
次
に
作
ら
れ
た
の
が
、
家い

え
が
た形

埴
輪
と
器き
ざ
い財
埴
輪
で
す
。
家
形
埴
輪
と
は
建
物
の
形
の
埴

輪
で
、
平
屋
建
て
や
二
階
建
て
、
屋
根
の
形
は
切き
り
づ
ま妻
造
、

入い
り
も
や

母
屋
造
、
寄よ
せ
む
ね棟
造
な
ど
、
間
取
り
も
開
放
的
な
も
の
や

壁
で
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
（
図
10
）。

現
在
の
神
社
の
よ
う
に
千ち

ぎ木
や
鰹か
つ
お
ぎ木
を
棟
に
の
せ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
器
財
埴
輪
と
は
、王
が
座
る
椅
子（
図

11
）
や
武
具
（
図
12
）
や
船
（
図
13
）
な
ど
を
形
取
っ
た

埴
輪
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
埴
輪
は
古
墳
の
墳
頂
部
の
上
に
円
筒
埴
輪
で

囲
っ
た
中
に
並
べ
て
あ
り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
被
葬
者

の
魂
の
拠
り
所
と
か
、
生
前
の
被
葬
者
の
生
活
を
表
し
て

い
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
被
葬
者
が
鳥
に
導

か
れ
た
船
で
他
界
へ
赴
く
意
味
で
、
鳥
や
船
の
埴
輪
が
置

か
れ
た
の
で
は
と
考
え
る
研
究
者
も
い
ま
す
。

● 

埴
輪
全
盛
期

　

古
墳
時
代
中
期
も
後
半
に
な
る
と
一
気
に
埴
輪
の
種
類

が
増
え
て
、
古
墳
も
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
そ
う
で
す
、

人
物
埴
輪
や
動
物
埴
輪
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
。
そ
れ
と
と
も
に
埴
輪
が
飾
ら
れ
る
場
所
が
、
墳
頂
部

か
ら
下
に
降
り
て
「
造
り
出
し
」
と
い
う
墳
丘
か
ら

突
き
出
し
た
場
所
に
移
動
し
ま
す
。
時
に
は
さ
ら
に

そ
の
外
側
の
周
濠
に
近
い
場
所
に
埴
輪
が
並
べ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
し
か
に
、
墳
頂
部
を
い
く
ら
キ
レ
イ
に
飾
っ
て
も
下

か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
よ
ね
。
古
墳
の
濠
の
外
か
ら
も
よ
く

見
え
る
位
置
に
た
く
さ
ん
の
埴
輪
群
を
置
い
て
、
見
せ
る

た
め
の
配
置
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

人
物
埴
輪
で
は
王
自
ら
埴
輪
で
登
場
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。武
人
埴
輪
も
武
装
し
た
王
ご
自
身
で
し
ょ
う
か（
図

14
）。
家
臣
や
巫み

こ女
は
王
に
仕
え
る
埴
輪
で
す
。
力
士
の

埴
輪
か
ら
は
相
撲
が
昔
か
ら
神
聖
な
儀
式
だ
っ
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
（
図
15
）。
動
物
埴
輪
で
は
、
馬
具
を
着
飾
っ

た
馬
の
埴
輪
は
王
の
財
力
を
誇
示
し
て
い
る
よ
う
で
す

（
図
16
）。
猪
や
鹿
や
犬
や
鵜
飼
の
埴
輪
は
生
前
の
王
の
狩

猟
趣
味
を
表
し
て
い
ま
す
（
図
17
）。

図８　円筒埴輪の変遷 ( 九州国⽴博物館 )　
　　　左：特殊器台と特殊壺
　　　中：朝顔形円筒埴輪
　　　右：鰭

ひれ

付円筒埴輪
図９　奈良県メスリ⼭古墳

出⼟円筒埴輪（同）

図１０　家形埴輪（同）

図１１　群⾺県⾚堀茶⾅⼭古墳
出⼟椅⼦形埴輪（同）

図１２　群⾺県⽩⽯稲荷
⼭古墳出⼟短甲形
埴輪（同）

図１３　三重県宝塚１号墳出⼟船
形埴輪（同）
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● 

歩
け
る
唯
一
の
大
王
墓
、
今
城
塚
古
墳

　

じ
つ
は
古
墳
に
お
け
る
埴
輪
の
配
置
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
と
い
う
の
も
一
番
た
く
さ

ん
の
埴
輪
が
飾
ら
れ
た
は
ず
の
ヤ
マ
ト
王
権
の
大
王
の
お

墓
の
ほ
と
ん
ど
は
、
宮
内
庁
が
陵り

ょ
う
ぼ墓
に
指
定
し
て
い
て
発

掘
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
そ
ん
な
大
王
墓
の
な
か
で
唯
一
き
ち
ん
と
発
掘

調
査
さ
れ
た
の
が
、
大
阪
府
の
今い
ま
し
ろ
づ
か

城
塚
古
墳
で
す
。
こ
の

墳
長
18
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
前
方
後
円
墳
は
、
た
ま
た
ま

陵
墓
の
指
定
か
ら
外
れ
て
い
ま
し
た
。発
掘
調
査
の
結
果
、

６
世
紀
前
半
に
即
位
し
た
継け
い
た
い体
天
皇
の
陵
墓
で
間
違
い
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
18
）

　

今
城
塚
古
墳
は
濠
が
二
重
に

巡
っ
て
い
て
、
そ
の
間
の
内
堤

の
一
角
に
２
０
０
体
を
超
え
る

埴
輪
群
が
ほ
ぼ
現
位
置
を
動
か

な
い
ま
ま
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
埴
輪
の
レ
プ
リ
カ
が
復

元
配
置
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の

埴
輪
祭
祀
の
実
態
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
図
19
）。

　

そ
れ
に
よ
る
と
埴
輪
群
は
柵

や
門
で
４
つ
に
区
画
さ
れ
て
い

て
、
一
区
は
家
、
二
区
は
家
と

女
性
、
三
区
は
家
と
女
性
・
男
性
が
多
数
、
四
区
は
力
士
、

武
人
、
鷹
飼
、
飾
馬
多
数
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
区
画
で
大
王
の
生
活
や
政
治
や
財
産
を
表
現
し

た
も
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

西
日
本
で
古
墳
が
終
焉
、
東
国
は
最
盛
期

　

最
後
に
ク
イ
ズ
で
す
。
前
方
後
円
墳
は
全
国
で

４
７
０
０
基
と
、
前
回
古
墳
編
で
言
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
は
全
国
で
最
も
前
方
後
円
墳
が
多
い
県
は
ど
こ
で

し
ょ
う
か
？　

皆
さ
ん
は
当
然
「
奈
良
県
」
と
お
思
い
で

し
ょ
う
が
、
残
念
！　

正
解
は
「
千
葉
県
」
７
３
３
基
で

す
。
奈
良
県
は
３
１
２
基
で
千
葉
県
の
半
分
以
下
、
全
国

で
も
４
位
で
す
。
ち
な
み
に
、
２
位
「
群
馬
県
」
４
５
５

基
、
３
位
「
茨
城
県
」
３
９
１
基
で
、
ベ
ス
ト
３
を
関
東

が
独
占
で
す
。（
白
井
久
美
子
、『
前
方
後
円
墳
の
理
解
―

規
模
・
地
域
展
開
―
』
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書 

２
７
６
）

　

ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
畿

内
を
中
心
と
し
た
西
日
本
で
は
、
古
墳
時
代
後
期
に
な
る

と
前
方
後
円
墳
が
次
第
に
造
ら
れ
な
く
な
り
規
模
も
小
さ

く
、そ
の
う
ち
急
に
造
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

関
東
で
は
西
日
本
と
は
逆
に
、
６
世
紀
に
な
っ
て
大
規
模

な
前
方
後
円
墳
が
競
う
よ
う
に
造
ら
れ
、
数
で
畿
内
を
上

回
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
埴
輪
も
爆
発
的
に
作
ら
れ
東
国

独
自
の
発
展
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
傾
向
も
７
世
紀

初
め
ま
で
で
、前
方
後
円
墳
も
埴
輪
も
終
焉
を
迎
え
ま
す
。

図１４　福島県神
⾕作 101号
墳男王埴輪

（同）

図１５　⼤阪府今城塚
古墳出⼟⼒⼠
埴輪（同）　

図１６　三重県⽯薬師東古
墳群 63 号墳出⼟⾺
形埴輪（同）

図１７　動物埴輪（同）

図１８　今城塚古墳（⾼槻市観光協会）　

図１9　今城塚古墳埴輪群（同）　
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健
全
な
森
を
次
世
代
へ
つ
な
げ
る
た
め
に

地
球
に
恩
返
し
の
森
・
薬
用
樹
木
園
園
長
東
本
博
之

　

今
年
は
ほ
と
ん
ど
雪
が
積
も
る
こ
と
も
な
く
春

を
迎
え
る
か
と
思
っ
て
い
た
3
月
半
ば
、
し
っ
か

り
と
雪
が
降
り
ま
し
た
。
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の

雪
景
色
を
眺
め
て
は
、
そ
の
美
し
く
清
々
し
い
姿

に
、
安
曇
野
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
し

み
じ
み
感
じ
て
ま
す
。

　

私
た
ち
の
見
て
い
る
山
林
の
多
く
は
、
人
の
手

が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
景
観
や
機
能
を
備
え

て
き
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
の
り
す
倶
楽
部
９
月

号
で
は
、
森
林
は
多
面
的
機
能
を
有
す
る
国
民
共

通
の
緑
の
社
会
資
本
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。
水
源
涵
養
、
木
材
生
産
、
土
砂
災
害
防
止
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
機

能
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
各
地
で
木
材
と
し
て
適
期
を
迎
え

て
い
る
人
工
林
が
放
置
さ
れ
、
管
理
の
行
き
届
か

な
い
未
整
備
林
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
恩
返
し
の

森
の
あ
る
由
布
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

恩
返
し
の
森
、
池
ノ
久
保
地
区
で
は
、
従
来
よ

り
ク
ヌ
ギ
の
間
伐
材
を
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
と
し

て
利
用
し
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
ギ
お
よ
び
ヒ
ノ
キ
林
を
定
期
的
に
整
備

し
て
い
ま
す
。
適
期
を
迎
え
た
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ

は
、
木
材
と
し
て
価
値
の
あ
る
部
位
と
枝
葉
に

分
別
し
利
用
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
１
月
末
、
伐
倒
し
た
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ

の
主
要
部
位
を
森
の
中
よ
り
搬
出
し
、
売
却
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
先
、
建
築
材
と
し
て

誰
か
の
お
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

材
と
し
て
活
用
で
き
な
い
た
め
処
理
に
困
っ
て

い
た
太
枝
や
端
材
は
、
な
ん
と
か
有
効
活
用
で
き

な
い
か
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
ウ
ッ
ド

チ
ッ
パ
ー
（
木
材
自
動
粉
砕
機
）
を
新
た
に
導
入

し
、
細
か
く
粉
砕
し
た
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
、
桜

の
丘
の
園
路
に
敷
き
つ
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
は
雑
草
の
抑
制
、
土
壌
の
乾
燥
防

止
な
ら
び
に
生
物
の
棲
処
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

安
曇
野
の
里
山
で
も
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
同
様

に
敷
か
れ
、
す
で
に
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

地
球
に
恩
返
し
の
森
づ
く
り
事
業
部
で
は
︑
２
０
０
９
年
よ
り
大
分
県
由
布
市
庄
内
町
・

地
球
に
恩
返
し
の
森
づ
く
り
を
通
し
て
︑
環
境
活
動
や
里
山
保
全
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
︒
今
月
は
︑
地
球
に
恩
返
し
の
森
︑
薬
用
樹
木
園
・
東
本
園
長
よ
り
︑
森
づ
く
り
の

様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
︒

地
球
に
恩
返
し
の
森
づ
く
り
事
業
部
で
は
︑
２
０
０
９
年
よ
り
大
分
県
由
布
市
庄
内
町
・

地
球
に
恩
返
し
の
森
づ
く
り
を
通
し
て
︑
環
境
活
動
や
里
山
保
全
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
︒
今
月
は
︑
地
球
に
恩
返
し
の
森
︑
薬
用
樹
木
園
・
東
本
園
長
よ
り
︑
森
づ
く
り
の

様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
︒

地 球 に 恩 返 し 運 動 に つ い て
私たちの生命を育んでくれている地球 !! このやさしい地球に

少しでも恩返しをして、次世代に美しい地球を残しませんか。
皆さまのご寄附で「地球に恩返しの森」に植樹ができ、

銘板にはあなたのお名前が刻まれます。

●郵便局から振り込む場合
郵便局口座番号：00140-7-743432

加入者：地球に恩返し基金

●他行からゆうちょ銀行に振込む場合
店名：〇一九（ゼロイチキユウ）

種目：当座　口座番号：0743432
加入者：地球に恩返し基金

※匿名希望の方は、振込用紙の「通信欄」に「匿名希望」と、ペンネーム希望の
方は　「ペンネーム」を明記の上「ご依頼人欄」には必ずお名前をご記入ください。

「地球に恩返し基金」 に寄付をいただき、ありがとうございました

※ 2025 年２月１日～２月２８日の期間、　３名の方から寄付をいただきました
※内田　タエ⼦さんが１０００ポイント達成されました

※匿名希望の方は、振込用紙の「通信欄」に「匿名希望」と、ペンネーム希望の
地球に恩返し運動本部
連絡先：TEL.03-5215-2383

NPO りすシステム
地球に恩返しの森づくり事業部

地球に恩返し運動本部地球に恩返し運動本部

内田　タエ⼦さん

橋本　龍⼦さん

（埼玉県川口市）

（東京都豊島区）

M.Yさん

50音順
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草
が
生
え
る
こ
と
な
く
園
路
と
し
て
保
た
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
カ
ブ
ト
ム
シ
が
好
ん
で
卵
を
産
む

た
め
カ
ブ
ト
ム
シ
の
発
生
地
と
な
り
、
昆
虫
採
集

な
ど
子
供
た
ち
が
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
無
駄
な
く
森
の
め
ぐ
み
を
利
用
し

循
環
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
と
大
分
県
由
布
市
、

地
球
の
恩
返
し
の
森
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。　

①主要木材の搬出②太枝や端材の収拾　ウッドチップ化

③ウッドチップを運搬し、園路に敷き詰めます。
　手作業で均一に広げました

出来上がったウッドチップ

ウッドチップを敷き詰め
ふかふかになった園路

編 集 後 記

テ
レ
ビ
︑
ネ
ッ
ト
︑
Ｓ

Ｎ
Ｓ
と
い
っ
た
各
媒
体

で
﹁
大
谷
翔
平
﹂
の
名
前

を
見
な
い
日
は
な
い
︒
野

球
に
興
味
が
な
い
人
で

も
﹁
大
谷
翔
平
を
知
ら
な

い
﹂
人
は
︑
ほ
と
ん
ど
い

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？　

以
前
︑
東
洋
経
済

の
記
事
に
大
谷
翔
平
が
愛

さ
れ
る
理
由
が
書
い
て
あ
っ
た
︒
①

﹁
ぶ
れ
な
い
﹂
心
身
の
強
靭
さ
②
人

生
の
契
機
に
最
高
の
﹁
人
と
の
出
会

い
﹂
が
あ
る
③
専
門
家
の
協
力
の
も

と
︑
自
分
で
自
分
の
体
を
知
り
︑
独

自
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
計
画
を
立
て
る

﹁
学
ぶ
姿
勢
﹂
と
﹁
賢
さ
﹂
が
す
ご

い
④
巧
み
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
︑
話
の
語
尾
が
﹁
か
な
﹂
で
終

わ
る
発
言
が
多
い
良
い
意
味
で
﹁
如

才
な
い
﹂
⑤
と
に
か
く
﹁
野
球
大

好
き
﹂
と
い
う
揺
る
が
な
い
気
持

ち
︑
の
５
つ
だ
そ
う
︒
野
球
大
好
き

が
あ
ふ
れ
て
い
て
観
て
い
る
側
も
嬉

し
く
な
る
︒
そ
の
上
︑
努
力
家
の
国

民
的
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
︒
凄
す
ぎ

る
︒　
　
　
　
　
　
︵
芳
賀
み
ゆ
き
︶

春
の
訪
れ
は
︑
身
体
の
不
調
か

ら
︙
︙
︒
毎
年
毎
年
︑
三
寒
四
温
に

や
ら
れ
て
体
調
を
崩
し
ま
す
︒
花

粉
が
飛
ぶ
と
鼻
水
︑
咳
で
呼
吸

困
難
状
態
︒
目
は
か
ゆ
い
し
︑

頭
は
痛
い
し
︑
つ
ら
い
︒
花
粉
症

の
薬
を
飲
む
か
鎮
痛
剤
を
飲
む
か
︑

悩
み
ま
す
︒
不
機
嫌
な
顔
と
マ
ス
ク

と
メ
ガ
ネ
︒
な
る
べ
く
外
に
出
た
く

な
い
の
で
す
︒
早
く
春
が
過
ぎ
て
ほ

し
い
︒
で
も
︑
夏
の
酷
暑
を
思
う
と

恐
ろ
し
い
︒
皆
さ
ま
お
大
事
に
し
て

く
だ
さ
い
︒　
　
　
　
︵
芳
賀
ま
お
︶

先
日
︑
長
男
と
買
い
物
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
﹁
久
し
ぶ
り
！
﹂
と
明
る

い
声
が
聞
こ
え
た
︒
子
ど
も
の
保
育

園
で
一
緒
に
な
っ
て
以
来
お
付
き

合
い
の
あ
る
友
が
た
ず
ね
て
き
て

く
れ
た
︒﹁
４
月
か
ら
の
激
務
を
考

え
て
ち
ょ
っ
と
憂
鬱
だ
っ
た
か
ら
︑

気
分
を
上
げ
る
た
め
に
花
を
買
っ

た
の
﹂
と
︒
彼
女
は
パ
ー
ト
タ
イ

ム
で
既
に
職
場
に
復
帰
し
て
い
る

の
だ
が
︑
こ
の
４
月
か
ら
は
フ
ル
タ

イ
ム
に
な
る
と
い
う
︒﹁
た
ま
に
職

場
で
嫌
な
こ
と
が
あ
る
と
花
を
買

う
の
︒
そ
れ
で
︑
お
す
そ
わ
け
﹂
と

小
さ
な
ブ
ー
ケ
を
い
た
だ
い
た
︒
い

つ
も
よ
く
笑
う
彼
女
の
充
実
し
て

い
る
生
活
の
秘
訣
は
こ
れ
な
の
か

な
？　

自
分
自
身
の
気
分
転
換
だ

け
で
な
く
︑
さ
り
げ
な
く
周
り
の
人

へ
も
気
配
り
が
で
き
る
と
こ
ろ
︑
素

敵
だ
な
ぁ
︒　
　
　
　
︵
東
本
優
子
︶
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東
日
本
支
部

▼
り
す
倶
楽
部
３
１
６
号
で
紹
介
し
た
Ｙ

さ
ん（
95
歳
10
か
月
・
女
性
）の
こ
と
で
す
。

　

高
齢
者
の
理
想
と
す
る
生
活
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
昨
年
の
7
月
末
に
１
階
の

自
動
販
売
機
で
、
ジ
ュ
ー
ス
を
購
入
し

て
8
階
に
戻
る
途
中
廊
下
で
転
倒
し
た

際
、
膝
を
打
ち
と
っ
さ
に
手
首
を
突
い
た

た
め
左
手
首
に
痛
み
が
あ
り
、
施
設
で

病
院
を
受
診
。
受
診
の
結
果
は
、
左
手

橈と
う
こ
つ
え
ん
い
た
ん

骨
遠
位
端
骨
折
と
右
ひ
ざ
に
少
し
水
が

溜
ま
っ
て
い
る
と
の
診
断
。

　

左
手
は
三
角
巾
で
固
定
し
、
膝
の
水
は

抜
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
経

過
は
、
9
月
に
は
ギ
プ
ス
が
外
れ
て
伸
縮

包
帯
に
代
わ
り
ま
し
た
。

9
月
後
半
に
は
、
包
帯
が
外
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
初
の
車
い
す

生
活
で
ト
イ
レ
介
助
も
必
要
に
な
り
ま
し

た
。
普
通
の
方
な
ら
こ
の
ま
ま
車
い
す
生

活
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
が
Ｙ
さ
ん
の
凄
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

車
椅
子
か
ら
の
脱
却
の
た
め
に
リ
ハ
ビ

リ
を
決
意
し
た
の
で
す
が
、
杖
は
自
信
が

な
か
っ
た
の
で
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
レ
ン
タ

ル
し
て
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
の
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
Ｙ
さ
ん
は
骨

密
度
維
持
の
た
め
、
月
に
1
度
病
院
で
骨

の
注
射
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

を
頑
張
っ
た
結
果
、
10
月
受
診
時
の
院
内

移
動
は
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
し
ま
し
た
。

病
院
ま
で
は
タ
ク
シ
ー
で
す
が
近
距
離
は

シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
移
動
し
て
い
ま
す
。
今

年
に
な
っ
て
か
ら
は
時
々
、
シ
ル
バ
ー

カ
ー
も
忘
れ
て
歩
行
す
る
ま
で
に
回
復
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す

が
、
元
気
な
方
に
共
通
す
る
の
は
「
自
分

の
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
。
極
力
人

の
手
を
借
り
な
い
」
と
い
う
考
え
の
方
が

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
積
極
的
な
考
え

だ
と
体
の
細
胞
も
活
性
化
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
体
と
心
の
関
係
は
、
不
思
議
で
す

ね
。

　

月
に
1
度
の
通
院
が
Ｙ
さ
ん
の
唯
一
の

楽
し
み
で
す
。
こ
の
病
院
の
整
形
外
科
の

医
師
は
大
変
人
気
が
あ
り
、
予
約
し
て
い

て
も
予
約
時
間
か
ら
2
~
3
時
間
待
ち
の

状
態
で
す
。
あ
る
時
、
Ｙ
さ
ん
が
医
師
に

「
他
の
患
者
さ
ん
は
診
察
時
間
が
長
い
よ

う
に
見
え
る
︒
私
の
時
は
す
ぐ
終
わ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
」
と
言
う
と
、
医
師
は

「
Ｙ
さ
ん
は
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い

か
ら
診
療
時
間
が
短
い
の
で
す
よ
︑
診
療

時
間
が
短
い
と
い
う
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
答
え
ま

し
た
。
骨
の
注
射
が
終
わ
る
と
デ
パ
ー
ト

で
食
料
品
の
購
入
で
す
。
こ
の
施
設
の
入

居
者
は
家
族
が
お
ら
れ
る
方
が
多
く
、
土

日
に
な
る
と
食
べ
物
を
持
っ
て
家
族
が
面

会
に
来
ら
れ
、
Ｙ
さ
ん
も
お
裾
分
け
を
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
頂
く
ば

か
り
で
は
申
し
訳
な
い
の
で
、
月
一
の
病

院
通
い
の
際
に
、
購
入
す
る
物
は
毎
回
じ

も
の
で
す
が
、
お
返
し
の
物
と
自
分
の
物

を
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
96
歳
の
Ｙ
さ
ん
で
す
が
、
記

憶
力
の
衰
え
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
お
元
気

で
す
ね
」
と
お
話
し
す
る
と
「
見
か
け
だ

け
で
す
よ
︒
中
は
︑
が
た
が
た
な
ん
で
す

よ
」
と
笑
っ
て
答
え
ら
れ
る
Ｙ
さ
ん
は
、

あ
と
４
年
で
１
０
０
歳
で
す
。
後
に
続
く

私
た
ち
の
理
想
と
す
る
お
年
を
重
ね
て
お

ら
れ
る
Ｙ
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
る
幸

せ
に
感
謝
で
す
。

中
部
日
本
支
部

　

２
０
１
８
年
に
り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約

し
、
ご
両
親
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
戸
建

て
の
自
宅
に
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
Ｋ
さ
ん

（
75
歳
・
女
性
）。

　

時
々
、
支
部
に
「
近
所
付
き
合
い
が
う

ま
く
い
か
な
い
」
な
ど
近
況
報
告
の
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

被
害
妄
想
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
「
近
所

の
人
が
自
分
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
︒
こ

ち
ら
が
挨
拶
を
し
て
も
返
し
て
く
れ
な

い
」
な
ど
の
訴
え
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
り
す
は
安
否
確
認
の
電
話
は
し
て
く
れ

な
い
の
か
？
」と
の
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、

本
人
か
ら
毎
月
決
ま
っ
た
日
に
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
「
元
気
コ
ー
ル
」
を
す
る
こ
と

を
提
案
し
、
昨
年
9
月
ま
で
続
い
て
い
ま

活
動
記

活
動
記

支
部
支
部
・

パ

ー

ト

ナ

ー

・

パ

ー

ト

ナ

ー
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し
た
。

　

日
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
報
告
に
、「
足

の
動
き
が
悪
く
な
り
、
自
転
車
で
買
い
物

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
」「
自

転
車
に
乗
れ
な
く
な
っ
た
が
、
荷
物
を
乗

せ
る
た
め
自
転
車
を
引
い
て
歩
い
て
行

く
」な
ど
、体
調
不
良
の
報
告
が
多
く
な
っ

た
の
で
、
病
院
の
受
診
を
勧
め
た
り
、
介

護
申
請
を
し
て
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
を
、
都
度
提
案
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、Ｋ
さ
ん
は
「
病
院
は
嫌
い
︑

介
護
保
険
を
使
う
の
は
い
や
だ
」
と
、
介

護
申
請
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
年
10
月
入
浴
中
に
体
が

動
か
な
く
な
っ
た
よ
う
で
、
異
変
に
気
付

い
た
お
隣
の
方
が
１
１
９
番
通
報
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
緊
急
入
院
が
出
来

ま
し
た
。

　

最
初
の
搬
送
先
で
の
検
査
結
果
は
脊
髄

症
に
よ
る
頸
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
診
断

さ
れ
、
脳
神
経
外
科
の
あ
る
Ｎ
医
療
セ
ン

タ
ー
に
転
院
、
手
術
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
介
護
申
請
、
療
養
費
（
コ
ル

セ
ッ
ト
代
金
）
申
請
、
留
守
宅
の
ガ
ス
停

止
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
受
け
取
り
、
ゴ
ミ

出
し
、
郵
便
の
転
送
届
け
提
出
な
ど
、
手

続
き
の
サ
ポ
ー
ト
対
応
を
し
ま
し
た
。

　

１
か
月
ほ
ど
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
へ
転
院
し
、
３
か
月
半
リ
ハ
ビ
リ
を

頑
張
り
退
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
証
人
で
あ
る
り
す
シ
ス
テ
ム
は
、
主

治
医
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
を
定
期
的

に
報
告
を
受
け
た
り
、
退
院
後
の
生
活
に

つ
い
て
Ｋ
さ
ん
を
交
え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
相
談
す
る
な
ど
サ
ポ
ー
ト
対

応
を
し
ま
し
た
。
今
後
自
宅
で
の
一
人
暮

ら
し
は
難
し
い
こ
と
は
本
人
も
納
得
さ

れ
、
退
院
後
は
、
な
る
べ
く
自
由
度
の
高

い
施
設
へ
の
入
居
を
ご
希
望
で
し
た
。
り

す
の
心
当
た
り
の
あ
る
施
設
で
空
き
室
を

見
つ
け
、
入
院
中
の
病
院
で
施
設
長
と
の

入
居
前
面
接
を
行
い
、
と
ん
と
ん
拍
子
で

入
居
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
入
居
の
保
証
、
引
っ
越
し
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
さ
ん
が
新
し
い
施
設
に
馴
染
み
、
穏

や
か
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。　

九
州
支
部

　

２
０
２
４
年
11
月
号
第
３
２
５
号
掲

載
、
Ｏ
さ
ん
（
87
歳
・
女
性
）
の
そ
の
後

で
す
。

　

入
居
し
た
ホ
ー
ム
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
相
談
し
、
再
認
定
調
査
、
区
分
変
更
の

結
果
待
ち
で
し
た
。
介
護
度
は
5
か
ら
4

へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
状
況

か
ら
介
護
3
を
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
残

念
で
す
。
第
３
２
７
号
に
再
度
目
を
通
し

て
い
た
だ
く
と
お
わ
か
り
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
特
徴
は
、
手
厚
い
介
護
体
制
が
整
っ
て

い
る
こ
と
と
同
時
に
、毎
月
の
利
用
料（
家

賃
・
管
理
費
・
介
護
費
・
食
費
・
雑
費
）

の
中
で
、
介
護
度
が
上
が
る
と
介
護
費
が

大
き
く
違
っ
て
く
る
の
で
す
。
さ
ら
に
所

得
（
収
入
）
に
応
じ
て
、
1
割
~
３
割
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

Ｏ
さ
ん
は
、
お
姉
さ
ん
（
大
分
支
部
利

用
者
）
と
共
有
の
不
動
産
が
あ
り
、
不
動

産
賃
貸
料
収
入
が
あ
る
個
人
事
業
主
で

す
。
毎
年
、
決
ま
っ
た
税
理
士
さ
ん
に
姉

妹
の
確
定
申
告
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
は
、
例
年
通
り
の
支
出
に
加

え
、
入
院
・
ホ
ー
ム
入
居
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
戸
建
て
不
動
産
の
解

体
な
ど
、
支
出
が
か
な
り
増
え
ま
し
た
。

一
年
分
の
必
要
書
類
を
持
参
し
、
税
理
士

さ
ん
と
の
打
ち
合
せ
を
代
行
し
ま
し
た
。

　

入
院
時
の
個
室
差
額
料
金
は
、
医
療
費

控
除
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
姉
妹
で
、
厚
生
年
金
と

国
民
年
金
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年

度
は
税
金
の
還
付
が
あ
る
よ
う
で
す
。
Ｏ

さ
ん
は
、
次
年
度
は
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
、
負
担
割
合
な
ど
も

違
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

次
回
の
面
会
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お

話
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
前
回
第
３
２
７
号
に
掲
載
の
Ｉ
さ
ん

（
91
歳
・
女
性
）
の
そ
の
後
で
す
。

　

Ｉ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
死
後
事

務
処
理
を
引
き
続
き
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
ご
自
宅
（
屋
根
裏
部
屋
付
き
戸

建
て
と
離
れ
）
に
て
、
片
付
け
処
分
業
者

の
ス
タ
ッ
フ
10
名
と
共
に
、
自
筆
証
書
遺

言
を
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
探
し
ま
し
た

が
、
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
続
人

調
査
の
結
果
は
、
相
続
人
不
存
在
で
し
た

の
で
、
残
念
な
が
ら
Ｉ
さ
ん
の
遺
産
は
、

国
庫
歳
入
と
な
り
ま
し
た
。
本
部
で
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。
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大
分
支
部

▼
Ｍ
さ
ん
（
88
歳
・
女
性
）
よ
り
、
お
便

り
を
頂
い
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
『
久
し
ぶ
り
の
新
年
会
の
日
、
ち
ょ
う

ど
歎
異
抄
の
講
座
の
日
と
重
な
り
、
正
午

に
講
座
が
終
わ
っ
て
、さ
っ
と
飛
び
出
し
、

と
て
も
寒
い
日
で
し
た
が
走
っ
て
ホ
テ
ル

に
向
か
い
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
遅
刻
し
ま
し
た

が
、
な
ん
と
か
新
年
会
に
駆
け
込
み
ま
し

た
。
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
暖
か
く

迎
え
ら
れ
、
お
い
し
い
フ
ラ
ン
ス
料
理
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

隣
席
は
初
対
面
の
方
で
し
た
が
、
ま
だ

お
若
く
お
綺
麗
な
方
で
、
現
役
中
は
イ
ギ

リ
ス
や
ド
イ
ツ
に
転
勤
し
て
お
ら
れ
た
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
私
は
戦
争
中
に
生

ま
れ
育
ち
防
空
壕
で
不
安
な
夜
を
過
ご

し
、
Ｂ
29
に
怯
え
な
が
ら
疎
開
し
、
小
学

校
も
３
校
転
校
し
、
ア
メ
リ
カ
の
営
利
改

革
で
希
望
の
高
校
を
選
べ
ず
︙
︙
と
、
人

生
の
3
分
の
1
は
戦
争
の
後
遺
症
の
中
で

暮
ら
し
た
私
に
と
っ
て
夢
の
よ
う
な
お
話

で
し
た
。
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
お
聞
き
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
会
が
終
わ
り
ま
し
た

の
で
、
ま
た
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

私
が
ギ
ャ
ル
で
な
く
乙
女
で
あ
っ
た

頃
、
母
は
私
と
一
緒
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

の
会
に
行
く
よ
う
な
人
で
し
た
が
、
あ
る

と
き
、
私
が
大
分
県
は
台
風
も
ひ
ど
く
な

く
、
穏
や
か
な
土
地
で
、
昔
か
ら
の
文
化

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
い
ま
し
た
ら

「
だ
か
ら
豊
後
︵
大
分
︶
は
︑
ト
ヨ
の
国
」

な
の
よ
と
重
々
し
く
答
え
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
ウ
ン
十
年
、
乙
女
で
あ
っ
た
私
も
腰

痛
に
悩
む
老
婆
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
り

少
な
い
数
年
を
楽
し
ま
ね
ば
と
、
東
に
狂

言
や
落
語
が
あ
る
と
聞
け
ば
腰
を
叩
き
な

が
ら
出
か
け
、
西
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
あ

る
と
聞
け
ば
、
ち
ょ
っ
と
派
手
な
服
で
出

か
け
て
い
ま
す
。

　

で
も
こ
の
頃
は
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
、
世

界
中
で
大
災
害
、
大
事
件
の
報
道
ば
か
り

で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
暮
ら
せ
る
の

か
と
不
安
で
す
。
穏
や
か
な
「
ト
ヨ
の
ク

ニ
」
も
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
今
、
母
が
生
き
て
い
た
ら
な
ん
と

言
う
か
な
と
時
々
思
い
ま
す
。
あ
の
佐
藤

愛
子
さ
ん
だ
っ
た
ら
こ
う
お
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
か
「
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
ん
」

と
︙
︙
。』
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北日本支部▶コロナ禍以前の 2019 年から 5 年ぶりに「中国
料理 謝朋殿 仙台一番町店」にて忘年会を開催しました。本
部から杉⼭代表理事にお越し頂きました。宮城・福島から 6
名の利用者と、新たに北日本支部の活動をサポートし、地域
サポーターとして活動を始めるお２人にも参加頂きました。
この 5 年間の近況を語り合い、久しぶりに賑やかで楽しい時
間を過ごすことができました。

北海道支部▶ 12 月 4 日、少
し早めの忘年会を開催しまし
た。（梅の花札幌店にて）

　03-3511-3277ＴＥＬ 本部コールセンター

〒 231-0015 神奈川県横浜市中区尾上町 3-46-1〒 231-0015 神奈川県横浜市中区尾上町 3-46-1
木村ビル 402 号　※ビル１階にローソンがあります木村ビル 402 号　※ビル１階にローソンがあります住 所

ＪＲ線でお越しの方ＪＲ線でお越しの方 ＪＲ関内駅北口から徒歩２分程度です

地下鉄でお越しの方地下鉄でお越しの方 横浜市営地下鉄関内駅２番出口から
直結です

みなとみらい線でお越しの方みなとみらい線でお越しの方 みなとみらい線⾺車道駅５番出口から
鎌倉街道沿い徒歩８分です

ご案内図ご案内図

お気をつけて
おいで下さい

横浜事務所 OPENOPEN しました！

中 部 日 本 支 部 ▶ コ ロ ナ 以 前、
新年会で利用者さんとお会い
することが多かったのですが、
今回は、一刻も早く皆様とお
会いしたく「忘年会」を開催
しました。本部から杉⼭代表、
利用者 5 名、スタッフを加え総

勢 8 名、和気あいあいの会となりました。初参加の方もい
らっしゃり、うれしかったです。趣味や旅行、健康のため
に行っていることなど、話題は尽きません。食事はヘルシー
にと豆腐懐石で、おかわり自由のできたて豆腐サービスを
何度もおかわりし、ヘルシーはどこへやら。心もお腹も満
たされ、予定の時間はあっという間に過ぎ、再会を約束し
お開きとなりました。有意義な時間を共有できたことに感
謝しております。後日 M さんより「会食後にお茶をしま
した。皆さんが『りすに入っていて本当に良かった』とおっ
しゃっていましたよ」と教えて下さいました。（JR セント
ラルタワーズ八かく庵名古屋にて）　

東日本支部▶ 2020 年以来 5 年ぶりの新年会は、総勢 57 名
の参加があり、横浜中華街「萬陳樓」で盛大に開催されま
した。日本生前契約等決済機構 佐竹靖幸理事長の挨拶で
始まり、各テーブルでは豪華な中華料理と久しぶりの会話
で、参加した皆さんのお顔は輝いてました。楽しい２時間
は瞬く間に過ぎて、りすスタッフ紹介の後、杉⼭代表のお
礼の言葉で宴は終了しました。

忘新年会ご報告 大分支部▶新年の喜びを分かち合いま
した。（大分センチュリーホテルにて）

西日本支部▶久しぶりの忘年会を開催しま
した。（フレンチ＆チャイニーズレストラ
ンモンスレー、大阪新阪急ホテル地下にて）
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◎参加費は無料です。定員数がありますのでご予約ください
◎定員になり次第、締め切りさせていただきます

０１２０-８８９- ４４３談話室 / 例会のお問い合わせ
お申込み先はこちら

北 海 道 支 部
４月６日（日）11時～ 15時
６月６日（金）11時～ 15時

会場：北海道支部事務所
例会 /お花見ランチ 場所：丸⼭公園ほか

５月６日（火）10時 30分集合～ 15時
参加費：3000円（昼食代）　
締切：4/30（水）定員 17名
定員になり次第締切りです

地下鉄円⼭公園駅集合し円⼭公園、北海道神宮周辺
を散策しランチを楽しみます。

※お申し込みの方に詳細をお送りします

東 日 本 支 部
４月１５日（火）13時～ 15時
４月２８日（月）13時～ 15時
５月１５日（木）13時～ 15時
５月２８日（水）13時～ 15時

定員：10名 会場：北の丸グラスゲート

中 部 日 本 支 部
４月１０日（木）13時～ 15時
５月１０日（⼟）13時～ 15時
６月１０日（火）13時～ 15時

会場：中部日本支部事務所

中 国 支 部
５月３日（⼟）12時 30分～ 14時 30分
６月６日（⼟）12時 30分～ 14時 30分

会場：参加申し込みの方にお知らせします

西 日 本 支 部
４月２３日（水）13時～ 15時
５月２３日（金）13時～ 15時

定員：５名 会場：西日本支部事務所

九 州 支 部
４月２９日（火）13時～ 15時
５月２９日（木）13時～ 15時

会場：九州支部事務所

北 日 本 支 部
４月３０日（水）11時～ 15時
５月３０日（金）11時～ 15時

会場：北日本支部事務所
 例会 / 例会 /お花見ランチ 場所：松島海岸

４月１６日（金）11時集合～ 15時
参加費：3000円（昼食代）
集合場所は 2か所：
① JR仙台駅② JR松島海岸駅

※お申し込みの方に詳細をお送りします
東 東 京 ブ ラ ン チ

５月１日（木）13時～ 15時
６月１日（日）13時～ 15時

定員：4名 会場：葛西事務所
西 東 京 ブ ラ ン チ

４月２１日（月）13時～ 15時　
５月２１日（水）13時～ 15時　

定員：５名 会場：西東京ブランチ
横 浜 ブ ラ ン チ

※５月から談話室が始まります
５月２１日（水）13時～ 15時

定員：５名 会場：横浜事務所
例会 /山下公園散策 場所：⼭下公園

５月２６（月）10時 30分集合～ 15時散会
参加費：3000円（昼食代）
締切：5/15（木）定員 20名
定員になり次第締切りです

花や海、船を見ながら散策、中華街にて昼食後、散会
※お申し込みの方に詳細をお送りします

大 分 支 部
４月２５日（金）13時～ 15時
５月２６日（月）13時～ 15時

会場：大分支部事務所

０１２０-８８９- ４４３０１２０-８８９- ４４３
お待ちしています♪

０１２０-８８９- ４４３０１２０-８８９- ４４３
発 　 行：りす倶楽部編集部  〒 102-0073 東京都千代田区九段北 1-4-5-5F　TEL：03-3511-3277　　FAX：03-3511-3278
編 集 人：杉⼭歩　　　　　　 E-mail：liss-system@seizenkeiyaku.org　URLhttps://www.seizenkeiyaku.org

りすセンター・新木場
０１２０-３７３- ９５９０１２０-３７３- ９５９

NPO りすシステム

４月１６日（金）

● 談 話 室  例 会 の ご 案 内 ●
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